
令和５年度 第１回安曇野市スポーツ推進委員会代表者会議 議事録 

 

① 開会 

② 会長挨拶 

・およそ半年後の 10月 21日には研究会があるため、代表者会議等を重ねて調整して

いく必要がある、ご協力をお願いしたい。 

 

③ 協議事項 

1. 研究協議会分科会について 

・分科会 3講座のうち、救命救急講座、遠藤推進委員による講座はほぼ決定。残る

メインアリーナでの講座は検討中である。スポネット常念の講話、グラウンドゴ

ルフ等も検討したが、事務局を通じて松本山雅に打診し、体幹トーニング講座の

ようなものを依頼する方針で検討している。 

・定員 190人に対して山雅の講師数はどれほどか、事務局にて確認予定。 

・メインアリーナでの講座は松本山雅に頼む方針で検討していく。 

・日程については、県の理事会において６月ごろを目途に開催要項を確定し、他市

町村への通知ができるようにと指摘があった。 

・サブアリーナの遠藤委員による講座ではフィットネスタイチを行う予定。中信で

活動する講師三人（遠藤委員を含む）を招き、およそ 100 名に対して指導する。

基本的に道具の用意は不要であり、司会なども講師で行うことから人手を要さな

いが、サポートとして３人ほど推進委員があたることができれば心強い。 

 

2. 研究協議会予算について 

・参加費は 2,500円。飯田市では 8月会議にて 2,000円に変更した経過があるよう

であるが、安曇野市では 2,000 円での開催は不可能であるため、2,500 円で計画

していく。 

・県の理事会にて、推進委員で司会を行えば依頼料を要さないのではないかとの指

摘があったが、少ない人員での運営となることから依頼料がかかってしまっても

司会は他に頼むこととする。 

・クリーニング代については、県の方で行うことも可能との見解があった。 

・「スポネット常念」へ協力依頼をしているが、協力いただいた場合、謝礼をお支払

いすることも必要と考えるがいかがか？→異論なし。 

・参加記念品について。前回、1 個 800 円での調達予定であったが、観光協会より

550円で調達可能との打診があった。 

・上田の大会では記念品に文字等を入れていたが、今大会でそれを行う場合、調達

費用が高騰する可能性あり。 

→安曇野市の宣伝目的であることと、使用するうえで名前やロゴがあると不便で

あることなどから、特に既存製品に手は加えずに提供することとしたい。ただ

し、包装袋等にシール等で印字するなどの代替策は検討する。 



 

3. 研究協議会に向けた予定について 

・他市では実行委員会は５回ほど行っており、安曇野市もそれと同等の頻度で開催

する必要があると思われる。 

・６月をめどに開催要項を作成し、送付できるよう準備する。 

・参加費の締め切り日は９月 29日（金）。参加申し込みの集計日から 1週間ほどで

あるが、他市でも同様であるため問題はないと思われる。 

 

4. 研究協議会に向けた役割分担について 

・調整事項が多岐にわたるため、基本的には代表会議で協議しつつ、各地域代表か

ら委員へ情報を伝え、また代表は委員の意見を吸い上げてほしい。適宜、各地域

部会を開いて検討する必要あり。 

・各部会役割仮決定 

総務部会 ： 眞嶋、下川 

式典部会 ： 丸山、古畑 

受付・接待・保健部会 ： 布山、岡里、加賀美 

総合案内部会 ： 望月、和田 

分科会 ： 細野、（遠藤）、他は上記部会と兼任。 

 

5. 通帳の管理について 

・今年度は研究協議会もあることからお金の出入りが激しくなる。通帳の管理を事

務局だけで行うのは好ましくないため、推進委員の中で会計担当を決めるなどし

て管理していくのはどうか。 

→会計担当を設けて、監査などを行って適正に運用していくことが望ましいが、

今から変更するのは難しいため、今年度いっぱいは眞嶋副会長にて管理するこ

ととする。次回の会議で、通帳・印鑑をお渡しする。 

・今年度の会費について－今年度は、徴収しないこととしたいがいかがか。 

 →異論なし。 

 

6. 今後の予定 

次回の代表者会議は、令和５年５月 22日(月)午後７時～。 


